
平成 20 年度 第 2 回浦安市学校給食センター運営委員会会議の要旨 
 
１．開催日時  平成 20 年 9 月 10 日（水） 午後 3 時～午後 4 時 30 分 
２．開催場所  浦安市健康センター地下１階 第１会議室 
３．出席者    
（委 員）  藤井会長、鈴木篤見委員、寛田委員、竹田委員、山本委員、 

蕪崎委員、田村委員、鈴木慎委員、植木委員、菅原委員、 
山下委員、植草委員 

（事務局）  柏木教育総務部次長、本田副参事、木村給食センター所長、 
宇田川副主幹、大塚副主査（保健体育安全課）、春田主任主事、 
石川栄養士、濁川栄養士、三好栄養士 

４．会議次第 
（１）学校給食に関するアンケートについて（中学校給食を提供する第三調理場）  
（２）学校給食費の額の改定について  
（３）その他 

・千鳥学校給食センター見学会＆試食会の成果について 
○会議の冒頭、次長より欠員後任者として、保谷委員に委嘱状を交付した後、次第に沿っ

て会議を進めた。 
 次第１、及び３については説明後の質疑は特になかった。 
学校給食費の額の改定についての説明、質疑した主な要旨は次のとおり 

 
Ａ．給食費の額の改定の理由等について事務局から説明した要旨 
  第１回目の会議の際に改定の理由や値上げ幅についての説明はしているため、今回は

千葉県内で既に今年度値上げを実施した自治体４市と、今年度値上げを予定している

３市に経緯、事務処理等を含めての内容についての調査をお願いした結果報告及び、

現状での給食費抑制の工夫点（パンや肉の購入方法）などを説明した。 
 
B．給食費の額の改定ついての主な質疑の要旨 
  ※委員の方々には、前回の会議内容を持ち帰って検討いただき、本日、協議を進める

という事でお願いしている。  
（アンケート、値上げ幅などについて） 
委 員：平成 4 年度の改定の時は各学校の PTA の代表が出席していたが、今回は全 PTA 

の代表として６名が選出されている。学校によっては値上げについて知らないと 
ころもあるのではないか。各学校の保護者の意見を聞きたい。広く聞いたものを 
集約する。 

事務局：第１回目の会議でも説明したが、規則改正により現在の人数になったが運営委員 
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    会自体が各代表者として出席しているので、この場で話し合い、決定したいと考 
えている。他の課でもっている委員会などでも同様の運営方法で行っている。条 
例、規則上の立場で考えていただきたい。 

委 員：個人の意見として出すのは責任が重いので、やはりアンケートを取りたい。 
    全保護者は難しいので抽出で各学年代表に話してまとめたらどうか。 

前回の会議での意見は、個人の意見なので各校に持ち帰り代表としての意見を聞

いてくるとの事だったが、PTA の委員会が開催されなかったり時間不足で話し合

いができなかった。 
事務局：運営委員会では学校の意見を持ち寄って話し合いをしていきたいと考える。タイ

ムスケジュールを考え、次回までに値上げ幅を含めての話をまとめてきていただ

きたい。（毎年上げるのではなく、数年先も見据えて考えていただきたい。） 
委 員：値上げ幅について上昇率が見えない。 
事務局：食材が 20％上昇している。既に主食が値上がり、副食にしわ寄せがきている。 
委 員：物価上昇もあり値上げは仕方がないが、値上げの幅が大きいのはどうか。値上げ 

をするなら給食の内容を向上してほしい。 
事務局：食を取り巻く今後の情勢を踏まえ検討していく必要はある。 
   （徴収の方法等について） 
委 員：給食費の値上げと未集金は切り離して考えてという事だが、やはり値上げの前に 

未集金の解決が先ではないか。調査結果を見ても浦安市は他市と比べて未集金の 
ケタが違う。切り離しては考えられない。 
徴収方法も各市によって違っており浦安市は口座引き落としだが、市川市は親が 
集金しているので未集金がなくなる。自校式だと給食費が集まらないと給食の内 
容に響いてくる。徴収方法の見直しも必要ではないか。 

事務局：徴収方法については、平成 14 年度 1 学期まで学校で徴収していたが、ある教頭の 
横領事件が発端となり、教育委員会での徴収（口座引き落とし）に変更になった 
が、それ以降未集金が増えた。学校に戻す話もあったが、学校側の負担が増え大 
変であるとの事で、現在は保健体育安全課が担当課として徴収事務に取り組んで 
いるところである。8/27～9/28 の約 1 ヶ月間、法的措置を視野に入れた状況調査 
及び滞納整理のため、夜間や休日を重点的に戸別訪問を行っており、著しく誠実 
性を欠く未納者と判断した場合には、今後、東京弁護士会と連携し対応していく 
予定である。また、学校との連携の強化を図り、協力体制を確立していきたいと 
考えている。今後も徴収率の向上に向けて全力を挙げていく。 

    今回の値上げは現状の給食の質を維持するためのものである。給食費未納問題と 
    は別に考えていただきたい。 
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 ※委員が意見をまとめる際に使う資料を至急送付する。（持ち帰って他の人に説明する際 
に値上げの理由が明確にされているもの。） 

   
C．会議のとりまとめ（会長）の要旨 
  前回の会議での内容を持ち帰って検討いただいた結果を本日の会議で協議する予定だ 
ったが、各学校からの意見が反映されていないとの事であるので、値上げ幅を含む給食 
費の額の改定について、今一度各自持ち帰り検討をお願いし、意見をまとめたものを次 
回、再度検討することとしたい。次回は９月下旬か 10 月初旬を予定しており、具体的な 
日程は後日早めに事務局から連絡する事を説明した。          

 3 


